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検討の背景 

① 「道路資産管理システム分科会」(平成14年度～平成24年度)において
H-BMSの検討・開発が進めた。 

② 「長期維持管理技術委員会」(平成26年度～)では、大規模更新・修繕
を考慮できるH-BMSを構築するための理論的な検討を実施してきた。 

③ 大規模更新・修繕を考慮したH-BMSを構築し、既に開発済のH-BMS
とあわせて今後の維持管理業務で有効活用する必要がある。 

④ H-BMSの有効活用に向け「長期維持管理技術委員会（平成30年度第1
回）」(2018年11月5日)において審議し、ご指摘いただいた。 

※本検討では、H-BMSについて、便宜的に以下の言葉で定義し、使い分ける。 

旧H-BMS ：「道路資産管理システム分科会」（平成14年度～平成24年度）にお
いて開発したH-BMS（H-BMS Ver2.1が代表的なシステム） 

理論モデル ： 「長期維持管理技術委員会」（平成26年度～）で構築した大規模
更新・修繕を考慮できる理論的モデル 

H-BMS  ：旧H-BMS、理論モデルを含むブリッジマネジメントシステム全般 



① 「旧H-BMS」を試行し、「どのような情報を必要としているか」など
を阪神高速の関係社員にヒアリング。 

② ヒアリング結果を踏まえ、「旧H-BMS」「理論モデル」を通常の維持
管理や大規模更新・修繕に有効活用する方法を検討。 

③ これらを踏まえた開発・検討のロードマップを提案。 2 

検討の目的・前回検討会の主なご指摘・検討の状況 

① 実際に「旧H-BMS」を使いながら、課題抽出と改良を継続する。 

② 「旧H-BMS」以降に蓄積した情報や知見を踏まえて改良する。 

③ 「旧H-BMS」と「理論モデル」を繋げるために、俯瞰的な見直しが必
要である。 

④ 既存の要素技術を活用して「旧H-BMS」を改良する。 

⑤ 阪神高速の技術の体系を構築するためのロジックモデルを検討する。 

⑥ 今回の大規模更新・修繕事業の知見を、将来の大規模更新・修繕への
備えとしておくことも重要である。 

【主なご指摘】 

【検討の状況】 

【検討の目的】 実装可能なH-BMSの開発と実務への活用 
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旧H-BMSの試行 
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旧H-BMSの試行 

① 平成19年度頃までで検討した内容でH-BMS Ver2.1を開発した。 

旧H-BMS（H-BMS Ver2.1）の開発時期 

H-BMS Ver2.1 



旧H-BMSの試行 

旧H-BMS （H-BMS Ver2.1）の概要 

① 劣化と補修を半永久的に繰り返す計算方法 
② 舗装、塗装（桁・脚）、伸縮継手、コンクリート構造（桁・脚）、鋼構造
（桁）、コンクリート床版、支承を対象（鋼床版対象外） 

③ 径間単位のLCC評価により最適な対策方法と対策時期を導出、さらに工種単
位で集計し、100年間の対策費用と管理水準の推移を出力 

表紙画面 計算条件設定画面 補修シナリオ設定＆計算画面 

LCC計算例(径間単位) 費用の推移(工種単位) 管理水準の推移(工種単位) 

5 
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旧H-BMSの試行 

旧H-BMS （H-BMS Ver2.1）  劣化モデル、補修モデルの設定 

① 工種単位で設定 
② 劣化モデル：別途劣化予測結果を入力(各健全度への到達年数を入力) 
③ 補修メニュー：工法と単価、対策時期を入力(対策時期は健全度で与える) 
④ 舗装：ポットホール対策費、健全度の低下に伴い発生する車両走行費用を入力 
⑤ 割引率と管理下限値を入力 

劣化モデル(補修サイクル) 

補修メニュー、費用、実施時期 

舗装については、ポットホール対策費用 

割引率、管理下限値 
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旧H-BMSの試行 

旧H-BMS （H-BMS Ver2.1）  シナリオの設定と構造物の情報の読み込み 

① 保全情報管理システムから必要な情報を読み込み（CSV形式） 
② LCC計算シナリオを設定： 
  LCC計算開始年次、対策開始年次、計算単位、優先順位の考え方 

LCC計算シナリオ設定 

【保全情報管理システム】 
道路構造資産 
資産 
補修 
点検(総合) 
  
渋滞費用データ(舗装、伸縮継手のみ)※ 
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旧H-BMSの試行 

旧H-BMS (H-BMS Ver2.1)  LCCの計算 

① 工種単位で計算 
② まず、径間ごとにLCC最小となる対策方法・時期を導出(予算制約を設定せずLCC計算) 
③ 次に、予算制約を設定しLCC計算：予算ごとに毎年の発生費用、健全度の推移等を推計 
④ LCC計算シナリオごとに計算結果を保存可能 
⑤ 出力表示をすることにより、LCC計算シナリオ間の比較が可能 

LCC計算 

出力表示・操作 

複数のシナリオの計算結果 

① 予算制約がない状態でLCC計算実施 
⇒径間単位にLCC最小となる対策時期、 
 対策方法導出 

② 予算制約を設定し、LCC計算 
⇒予算制約事の直接費用や機能水準の 
 推移等を導出 
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旧H-BMSの試行 

旧H-BMS （H-BMS Ver2.1）  出力 

① 径間単位のLCC計算結果 
② シナリオごとの費用の推移、健全度の推移、渋滞損失費用の推移（舗装のみ） 
③ 径間単位の対策実施時期（優先順位）の表示 

LCC計算結果 費用の推移 渋滞損失費用の推移 

健全度分布の推移 優先順位評価結果 
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旧H-BMSができること 
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旧H-BMSができること 

H-BMS Ver2.1の出力を利用した交通規制方法の検討 

① 交通規制による渋滞損失費用を計算できることを利用し、最適規制方法を検討。 
② 舗装補修に関して、「径間・車線毎に交通規制をする場合」と「2km程度の長い車線規

制を行う場合」とで、LCCがより小さくなる規制方法について検討した。 
③ 着色区間は、2kmの車線規制を行うことがLCC最小となる区間である。 
④ 大規模通行止めによる工事の範囲を判断するための情報となる。 

坂井康人、井上裕司、小林潔司：都市高速道路の舗装修繕における同時施工の有効性検証、建設マネジメント研究論文集Vol.15、2008 

本検討では、 
LCC＝現在価値（修繕費+ポットホール補修費+渋滞損失費+車両走行費） 
とした。 

渋滞の影響が大きい場合には、LCCに占める渋滞損失費が大きくなり、 
2km規制が有利となる。 
そうでない場合には、1径間規制が有利となる。 

2km規制が有利となる範囲 

1径間規制が有利となる範囲 



旧H-BMSができること 

対策箇所や短期的な健全度の表示 

 LCC計算シナリオごとに、年次ごとの対策箇所が導出されることを利用し、短期的な健
全度を地図表示させることが可能。 

 右図は舗装のMCIの分布を示したも
のである。 

 直近の点検結果と舗装の劣化モデル
を踏まえ、数年程度先の路面の状況
を予測した結果を地図表示すること
ができる。 

赤着色：舗装状態が悪い 
青着色：舗装状態が良い 

ＭＣＩ：Maintenance Control Index（舗装の維持管理指数）の略で、舗装の供用性を「ひび割れ率」、「わだち掘れ量」及び 
    「平たん性（σ）」という路面性状値によって定量的に評価するもの。 12 
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旧H-BMS試行によって得られた主な意見 
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旧H-BMS試行によって得られた主な意見 

 今後の塗装塗替え計画を検討できると考えられる。 

 通常の維持管理については、基本的なモデルは構築済と考えてよい。 

 大規模更新・修繕について、長期的な視点で考えた場合、今回の事業
のタイミングで更新したほうが良いのかを評価したい。 

 特に、RC床版の更新対象箇所の選定や対策、交通規制の可否などを
検討できるとよい。 

 H-BMSver2.1開発後に「保全情報管理システム」が改良されており、
資産情報、補修情報、点検情報の出力様式が変更になっている。 

⇒ 最新情報を取り込めるようH-BMSver2.1の改良が必要。 

 単年度の予算管理という視点では、H-BMSver2.1を使用する場面を
想定しにくい。 

 H-BMSver2.1で何ができるのか、また大規模更新・修繕を考慮した
LCC評価モデルにどの程度対応できるのか、改良の程度などを整理す
る必要がある。 

 仮設足場を設置した際に、仮設足場内で実施可能な対策について評価
できるモデルがあってもよい。 
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旧H-BMS試行を踏まえたニーズと検討の方向性 
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旧H-BMS試行を踏まえたニーズと検討の方向性 

主な意見 

今後の塗装塗替え計画を検討できると考えられる 

ニーズと検討の方向性 

通常の維持管理については、基本的なモデルは構
築済と考えてよい 

大規模更新・修繕について、長期的な視点で考え
た場合、今回の事業のタイミングで更新したほう
が良いのかを評価したい 

RC床版の更新対象箇所の選定や対策、交通規制
の可否などを検討できるとよい 

「保全情報管理システム」の改良によって、資産
情報、補修情報、点検情報の出力様式が変更され、
H-BMS Ver2.1では直接読めない 

単年度の予算管理の視点では、H-BMSver2.1を
使用する場面を想定しにくい 

H-BMSver2.1で何ができるのか、また大規模更
新・修繕を考慮したLCC評価モデルにどの程度対
応できるのか、改良の程度などを整理する必要が
ある 

仮設足場を設置した際に、仮設足場内で実施可能
な対策について評価できるモデルがあってもよい 

通常修繕：望ましい塗装塗替え 

大規模更新・修繕：RC床版の長期
評価と箇所選定の妥当性評価 

旧H-BMSの改良 

H-BMSの適用場面の整理 
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旧H-BMS試行を踏まえたニーズと検討の方向性 

ニーズと検討の方向性 

通常修繕：望ましい塗装塗替え 

大規模更新・修繕：RC床版の長
期評価と箇所選定の妥当性評価 

旧H-BMSの改良 

H-BMSの適用場面の整理 

到達目標 

実装可能なH-BMSの開発 

実務へのH-BMSの活用 

取り組み方針 

現状の塗替え方法の把握とLCC
評価モデルの時点修正 

塗装以外の工種への展開 

大規模更新・修繕：RC床版箇所
選定の妥当性評価 

RC床版以外の工種への展開 

現行維持管理に即した時点修正 

旧H-BMSをベースとした 
理論モデルのシステム化 

業務プロセスの整理 

H-BMS活用場面の整理 
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ロードマップ 
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ロードマップ 

H-BMSを実務に反映させるためのロードマップ 

① 「旧H-BMS」をベースに通常の維持管理への活用に向けた改良と「理論モデ
ル」のシステム化を実現させる。 

② 並行して現場でH-BMSを使いながら、阪神高速の維持管理業務の現状を把握
するとともに、H-BMSの適用場面を整理し、実装に向けて取り組む。 

通常修繕 
塗装塗替えへの適用 

2019年度 2020年度 2021年度以降 

時点修正確認 
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